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 都市計画決定後、長期間にわたり事業が実施されていない都市計画（長期未着手都

市計画道路）の取扱いが、全国的な課題となっています。鳥栖市においても、都市計

画決定後３０年以上未着手となっている路線については、都市計画道路を取り巻く社

会情勢が大きく変化していることから、当初の計画決定根拠に不整合が生じている可

能性があります。 

 そこで、本懇話会では、これらの長期未着手都市計画道路の「今後のあり方」を検

討し、鳥栖市の持続的発展に向けて鳥栖市都市計画道路見直し計画（案）を作成する

ことを目的とします。 

 

 

 

 

１．鳥栖市都市計画道路見直し検討懇話会の目的 

１



 

 

 

●都市計画道路の整備状況 

 現在、幹線街路として都市計画決定されている都市計画道路は２８路線あり、その

総延長は約６９ｋｍにのぼります。 

 

都市計画道路がまちづくりに果たす役割は大きいものがありますが、総延長のうち

約１／３の区間（約３５％）の整備が完了していません。これらの整備が完了してい

ない区間のなかには、都市計画決定された年から４０年、５０年、６０年と長期間に

わたり整備に着手されていない区間も含まれています。 

 

■都市計画決定されている道路  ■うち幹線街路の整備状況 

幹 線 街 路 68.6ｋｍ 28 路線  整備済 43.3ｋｍ 63.2％

歩行者専用道路 2.0ｋｍ 2 路線  改良済 1.6ｋｍ 2.3％

合 計 70.6ｋｍ 30 路線  未着手 23.7ｋｍ 34.5％

   合 計 68.6ｋｍ 100％
 

整備済：都市計画決定幅員どおりに整備されている路線 
改良済：用地買収が完了し暫定的に利用されている路線 

（例：車道のみ完成しているが、歩道は未整備の状態） 
 

●見直しの背景と必要性について 

 鳥栖市では、住宅団地や産業団地などの開発が順調にすすみ、市の人口は依然とし

て増加傾向が続いています。このため、市街地を通過する自動車交通の処理や沿道市

街地の良好な環境を確保するため、幹線街路の整備は重要な課題となっています。一

方、長期的にみれば、今後は人口減少や低成長時代を迎えるなど、鳥栖市を取り巻く

社会経済情勢が大きく変化していくことも考えられます。 

 

 また、長期間にわたり整備に着手されていない都市計画道路については、計画当初

から状況に変化が生じ、その計画決定根拠に不整合が生じている路線も存在すること

が考えられます。さらに、このような区間については、道路の計画区域内の土地に対

して規制がかかり続けており、地権者の方々の土地の利用計画が立てづらくなってい

ます。 

 

 このような状況のなかで、鳥栖市の将来の姿を改めて整理しながら、必要な道路区

間の確認や整備に着手する際に配慮すべき道路構造の再検討を行うこととしました。 

２．見直しの必要性 

２



 

 
 

 見直しについては、以下のステップを踏んで検討を進めました。 

 注）なお、見直しに当たっては、佐賀県が作成した「佐賀県長期未着手都市計画道路 見直しガイドラ 
ン」（Ｈ19.11）の考え方を参考にしました。 

 

１. 検討対象区間の設定 

○現時点において都市計画で定められた計画幅員どおりに整備が完了していない

区間を含む路線を抽出します。 

○これらの路線について、計画が決定された根拠、都市計画決定以降経過した期間

の年数や今後事業化される見通し、事業を進める際における構造上の課題などに

ついて整理します。 

 

２.見直し対象区間の設定 

○検討対象区間について、事業化が予定されている区間や国や県において将来的に

も道路の必要性が高いなどの位置づけのある道路を除いたものを評価対象区間

とします。 

○それぞれの区間について以下の項目に沿って評価を実施して計画の見直しが実

際に必要な区間を設定します。 

①整備の必要性（区間の果たす道路機能の役割の大きさ） 

②整備の実現性（事業を円滑に進めるうえでの支障の大きさ） 

③区間の役割を代替することが可能な現在ある他の道路の存在の確認 

④現在の計画のまま実際に整備を進めた場合に生じる構造上の問題確認 

 

３.見直し計画（案）の作成 

（1）見直し方針の設定 

   見直し対象区間それぞれについて、計画の変更内容 

①道路の通過位置、幅員、鉄道との交差方法等の構造の変更のあり方 

②廃止の候補となる区間の選定など 

の見直し方針を定めます。 

（2）見直し計画（案）の作成 

  ○見直し対象区間について、計画の変更内容に沿った道路網の案を設定し、将

来予想される利用交通量を推計することにより、区間の見直し方針が妥当で

あるか否かの確認を行います。 

○その際、交通処理上問題がある場合には見直し方針の修正・再検討を行い「見

直し計画（案）」を作成します。 

３．見直しの基本的な考え方 

３



 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 佐賀県ガイドラインに示された以下の手順で検討を進めますが、ステップ２の「個別路線の
評価」では、佐賀県ガイドラインを参考に鳥栖市の評価基準を設定して評価を行いました。 

４．見直し方法 

４



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥　栖　市 

路線
番号

路線名
区間
延長

見直し計画
（案）

備　　　　考 位　　置　　図

3・4・101 永吉高田線④ 800 計画存続 0 0

3・4・101 永吉高田線⑤ 650 計画存続 0 0

3・4・101 永吉高田線⑥ 900 計画存続 0 0

3・4・101 永吉高田線⑦ 300 計画存続 0 0

3・4・101 永吉高田線⑧ 672 計画存続 0 0

3・3・103 久留米甘木線① 500 計画存続 0 0

3・3・103 久留米甘木線② 850 計画存続 0 0

3・3・103 久留米甘木線③ 750 計画存続 0 0

3・3・103 久留米甘木線④ 420 計画存続 0 0

3・3・103 久留米甘木線⑤ 1,340 計画変更 道路線形変更
計画路線の道路線形の一部が現道と大きく異なり事
業効率が悪い。
既存道路の拡幅で対応すべきとの住民要望がある。

3・3・103 久留米甘木線⑥ 450
計画内容
再検討

構造検討実施
JR交差部は構造的な検証が必要であり、今後、関係
機関と整備に向けた協議を行っていく。

3・3・103 久留米甘木線⑦ 400
計画内容
再検討

構造検討実施
JR交差部は構造的な検証が必要であり、今後、関係
機関と整備に向けた協議を行っていく。

3・3・103 久留米甘木線⑧ 450
計画内容
再検討

構造検討実施
JR交差部は構造的な検証が必要であり、今後、関係
機関と整備に向けた協議を行っていく。

3・3・103 久留米甘木線⑨ 250
計画内容
再検討

構造検討実施
JR交差部は構造的な検証が必要であり、今後、関係
機関と整備に向けた協議を行っていく。

3・3・103 久留米甘木線⑩ 380 計画存続 0 0

3・4・104 飯田蔵上線① 400
計画内容
再検討

構造検討実施
JR交差部は構造的な検証が必要であり、今後、関係
機関と整備に向けた協議を行っていく。

3・4・104 飯田蔵上線② 400
計画内容
再検討

構造検討実施
JR交差部は構造的な検証が必要であり、今後、関係
機関と整備に向けた協議を行っていく。

3・4・105 鳥栖駅平田線① 100 計画存続 0 0

3・5・106 鳥栖駅田代本町線① 820 廃止 0 0

3・5・106 鳥栖駅田代本町線② 560 廃止 0 0

3・5・106 鳥栖駅田代本町線③ 500 廃止 0 0

3・3・107 酒井西宿町線① 400
計画内容
再検討

構造検討実施
JR交差部は構造的な検証が必要であり、今後、関係
機関と整備に向けた協議を行っていく。

3・3・107 酒井西宿町線② 280
計画内容
再検討

構造検討実施
JR交差部は構造的な検証が必要であり、今後、関係
機関と整備に向けた協議を行っていく。

3・3・107 酒井西宿町線③ 770
計画内容
再検討

構造検討実施
JR交差部は構造的な検証が必要であり、今後、関係
機関と整備に向けた協議を行っていく。

3・4・108 田代駅古賀線① 90 計画存続 0 0

3・4・108 田代駅古賀線② 350 計画存続 0 0

3・4・108 田代駅古賀線③ 430 計画存続 0 0

3・4・109 曽根崎高田線① 600 廃止 0 0

3・4・110 榎町真木線① 520 廃止 0 0

3・4・110 榎町真木線② 900 廃止 0 0

3・4・110 榎町真木線③ 340 廃止 0 0

3・6・111 鳥栖駅田代線① 100 廃止 0 0

3・6・111 鳥栖駅田代線② 400 廃止 0 0

3・6・111 鳥栖駅田代線③ 450 廃止 0 0

3・5・113 今泉田代線① 600 廃止 0 0

3・5・115 鳥栖駅山道線① 300 計画存続 0 0

B

A

D

C

５．鳥栖市都市計画道路見直し計画（案） 

 

５

 都市計画道路網全体での将来交通量による検証を踏まえて、個別路線毎の見直し方針を示した見直し計画（案）を作成しました。 
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